
仕　　様　　書

１　業務名　　広島市映像文化ライブラリー視聴覚機器運転及び貸出用映画フィルム点検・補修業務

２　実施場所　　広島市映像文化ライブラリー
　　　　　　　　広島市中区基町３番１号
３　業務内容
視聴覚機器運転及び貸出用映画フィルム点検・補修業務の内容は以下のとおりとする。
（１）ビデオコーナー及びオーディオコーナーの機器等の点検
　　ア　開館までに、ビデオコーナー及びオーディオコーナーに配置された機器の始業点検を行うこと。
　　イ　閉館後、ビデオコーナー及びオーディオコーナーに配置された機器の終業点検を行うこと。
　　ウ　閉館後、当日ビデオコーナーで視聴されたビデオテープ、ＤＶＤ等の点検を行うこと。

（２）ビデオコーナー用のビデオテープが損傷した場合の補修

（３）ホール、試写試聴室及び多目的研修室における行事の音響機器、ビデオ機器及び照明機器等の操作
　　ア　ホールにおける行事

　　　(ｱ) 行事の内容に応じてマイク等を適切に配置し、音量調整を行うこと。
　　　(ｲ) 行事開催中は映写室・放送室に常駐し、音響調整卓や照明機器等の操作を適切に行うこと。
　　　(ｳ) 行事の中でスライド投影、参考映像の映写等がある場合は、必要な機材の設営・調整・操作を行うこと。
　　イ　試写試聴室及び多目的研修室における行事
　　　　(ｱ) 行事の内容に応じてマイク、映像及び音響機器等の設営・調整を行うこと。
　　　　(ｲ) 必要に応じ、映像及び音響機器等の操作のアドバイスを行うこと。
　　ウ　共通事項
(ｱ) 行事開催中に機器等の不具合等が生じた場合は、速やかに復旧作業に当たること。復旧に時間を要する場合は、発注者の指示を仰ぐこと。

　　　　(ｲ) 外部からの機器の持ち込みがある場合は、以下の作業内容を行うこと。
　　　　   ａ　外部から持ち込まれた機器が適切に作動するよう設営・調整を行うこと。

　　　  　 ｂ　ａに際し、必要に応じて他の業者が関与する場合は、連携・調整を綿密に図ること。

　　　     ｃ　映写室、放送室、試写試聴室及び多目的研修室に設置してある映像及び音響機器等と外部から持ち込まれた機器を連動させる必要がある場合は、設営・調整を適切に行うこと。

（４）ホール、試写試聴室及び多目的研修室における行事並びにビデオコーナーでの視聴に係るＤＶＤ等の作成
（５）ホール、映写室、放送室、ビデオコーナー、オーディオコーナー、試写試聴室、多目的研修室等に　　　　　　　　　　　　　配置された設備機器(別表１参照)に故障が生じた場合の補修

（６）貸出用16㎜フィルム、ビデオテープの点検及び補修並びに貸出用ＤＶＤの点検

（７）16㎜映写機、ビデオプロジェクター等、貸出用視聴覚機器の点検及び補修

４　業務実施日及び実施時間等
（1） 令和７年４月１日から令和７年９月３０日まで
実施する業務は、上記３の全ての業務とする。
ア　火曜日～土曜日（ただし、下記のイに当たるときは除く。）
９：３０～２０：３０
イ　日曜日及び祝日法の休日（以下「休日」）、８月６日
９：３０～１７：３０
ウ　業務を要しない日
月曜日（ただし、休日に当たるときは除く。）

休日の翌日（ただし、土・日・月曜日・祝日に当たるときは、その直後の火曜日以降の平日。）

（２）令和７年１０月１日から令和８年３月３１日まで
　　　実施する業務は、上記３（６）及び（７）とする。
ア　火曜日～土曜日（ただし、下記のイに当たるときは除く。）
９：３０～１８：１５
イ　業務を要しない日

日曜日及び休日、月曜日

休日の翌日（ただし、土・日・月曜日・祝日に当たるときは、その直後の火曜日以降の平日。）

（３）前号に掲げる日時以外に業務を行う必要が生じた場合には、発注者と受注者は協議し決定することとする。
５　業務の実施に当たっての留意事項

（１）受注者は、広島市映像文化ライブラリー職員と密接に連絡を行い、業務を実施すること。

（２）受注者は、電気技術に関して相当の知識を有し、音響機器、ビデオ機器等の点検・補修、16㎜映写機の操作・点検・補修、16㎜フィルム及びビデオテープの点検・補修について、３年以上の実務経験を持つ従事者を常時１名以上配置すること。
（３）16㎜フィルム及び16㎜映写機等は高額であり、補修不能な損傷を与えた場合、再入手が極めて困難であるので、実務経験者が細心の注意を払って取り扱うこと。
（４）受注者は、ホール、試写試聴室及び多目的研修室に設置してある映像及び音響機器等の機種変更、又は新たな機器の導入に際しても業務に支障がないよう、態勢を整えておくこと。ビデオプロジェクター等の貸出用視聴覚機器の機種変更や新たな機器の導入についても、業務に支障がないよう、同様に態勢を整えておくこと。
（４）受注者は、従事者の技術及び作業規律の維持に努め、従事者の指導・教育を行うこと。
（５）受注者は、火災・故障などの不測の事故が発生し、業務の遂行が不可能になった場合は、直ちに発注者に通報するとともに、必要な措置を行うこと。
（６）受注者は、業務を行う場合の整理整頓・防災・保安などを積極的に行うこと。
（７）受注者は、電力の使用に当たっては、極力効率的に使用するよう努めること。
（８）次に掲げるものは発注者の負担とし、それ以外のものは、受注者の負担とする。
ア　ビデオデッキヘッド・ピンチローラー・キャプスタン
イ　ヘッドホン
ウ　貸出用視聴覚機器の部品及び修理に伴う経費
エ　16㎜フィルム点検機器の修理に伴う経費
オ　16㎜フィルム抜き焼きに伴う経費及びリーダーフィルム
（９）従事者に欠勤・欠員等が生じた場合、業務の円滑な運営を図るため、受注者は当該従事者に代わり速やかに業務に対応できる者を配置するとともに、その交代要員を発注者に報告すること。
 (10) 従事者は、緊急・非常事態においては、発注者の指示下に入り、利用者の誘導等臨機応変な措置が取れるよう努めること。
６　報告事項等
（１）受注者は、あらかじめ発注者に対し、配置する従事者のうちから現場責任者を1名定めた上、すべての従事者の住所、氏名を届け出るとともに、実務経験を示す履歴書を提出するものとする。また、現場責任者又は従事者に変更があった場合も同様とする。
（２）公益財団法人広島市文化財団委託契約約款第６条に定める委託業務実施計画書は年間計画書とし、受注者は契約締結後速やかに提出し、発注者の承認を受けなければならない。
（３）公益財団法人広島市文化財団委託契約約款第１２条に定める委託業務実施報告書は、発注者の定める様式により毎日の運転状況や機器の異常の有無等を記録する内容のものとして作成し、業務実施日の翌日(翌日が休館日に当たるときはその翌日)に提出し、発注者の確認を受けるものとする。ただし、３月３１日分については、当日中に提出すること。
(４) 毎月の業務完了後実施報告書を発注者に提出することとし、業務完了報告書の提出期限は、業務が完了した日の翌日から起算してそれぞれ１０日目とする。ただし、これらの日が３月３１日を越える場合は、３月３１日とする。
(５）月間勤務予定表は、前月の末日を起点として７日前（７日前が休館日に当たる時はその翌日）までに提出するものとする。ただし、４月分については３月３１日までに提出すること。
７　検査完了期日（期限）
発注者による毎月の業務の検査完了期日（期限）は、業務が完了した日の翌日から起算して１９日目（ただし、実施報告書を受領した日の翌日から起算して９日目に当たる日が早く到来する場合は、当該日）とする。ただし、これらの日が３月３１日を越える場合は、３月３１日とする。
８　その他
（１）受注者は、契約終了又は解除により業務の受注者が変更になった場合には、引き続き業務が円滑に行われるよう、発注者が事前に設ける引継ぎ期間内に、新たな受注予定者に対し、速やかに業務引継ぎを行わなければならない。
（２）上記（１）に当たる場合を除き、受注者及びその従事者は本契約の締結並びに実施に当たり知り得た事項を一切他に漏らしてはならない。本契約終了又は解除後も同様とする。
（３）この仕様書に疑義が生じた場合、又は定めのない事項については、発注者と受注者が協議の上定めるものとする。

別表１－１
業務に係る各設備機器名
	区　　分
	機　　器　　名
	数量
	設置場所
	備　　考

	試写試聴室関係
	調整卓

カラー教材提示装置卓

スピーカー

拡声用スピーカー

電動カットマスク

電動スクリーン

ビデオスクリーン

ビデオプロジェクター

１６ミリ映写機

接続ボックス

リモコン操作盤

スポットライト

吸音幕

ビデオレコーダー

ＣＤプレーヤー

ＭＤプレーヤー

ＤＶＤプレーヤー

カセットデッキ

レコードプレーヤー

レーザーディスクプレーヤー

オーディオアンプ
	１

１

２

６

１

１

１

１

１
１

１

１

１

１
１

１

１

１

１

１

１
	試写試聴室

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃
	天井

	貸出用映画フィルム関係
	インスペクトマシーン

１６ミリテープスプライサー

１６ミリ専用電動巻取機

１６ミリ手動巻取機
	１

１

１

３
	貸出機器庫

　　〃

　　〃

　　〃
	

	貸出用視聴覚機器関係
	１６ミリ映写機

外部スピーカー

スライド映写機

オーバーヘッドプロジェクター
ワイヤレスアンプ

ワイヤレスマイク

スタンド式スクリーン

ビデオプロジェクター
ビデオプロジェクター用スピーカー
ビデオデッキ

ＤＶＤプレーヤー

ビデオ＋ＤＶＤプレーヤー
ロールアップ式スクリーン
映写機用レンズ
ＤＶＤプロジェクター
	６
４
１
１

１
２
３
３
２
１
１

１
４
４
２
	貸出機器庫

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃
    〃
　　〃
　　〃
　　〃
	


別表１－２
	区　　分
	機　　器　　名
	数量
	設置場所
	備　　考

	ビデオコーナー
	ビデオデッキ
ブルーレイディスクプレーヤー
ＡＶセレクタ
システム制御器

コインタイマー

モニター

ヘッドホン
	７
７
７
７
７
７
７
	ビデオコーナー

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃
	

	オーディオコーナー


	ＣＤプレーヤー

カセットデッキ

レコードプレーヤー

コインタイマー

ヘッドホン

コントロールアンプ
	４
３
４
４
６
４
	オーディオコーナー

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃
	

	ホール関係
	電動暗幕装置

スクリーン

メインスピーカー

マイクコンセント

マイクプレート

スピーカーコンセント

マイクスタンド

ワイヤレスマイクロホン

ワイヤレスアンテナ

サブパワーアンプ

映写室モニタースピーカー

音声用コンセントプレート

監視カメラ装置

テープレコーダー卓

モニタースピーカー

パワーラック

監視モニター装置

音響調整卓

調光操作卓

ＣＤプレーヤー

ＤＶＤプレーヤー

ビデオデッキ

ブルーレイディスクプレーヤー

ワイヤレスチューナー
	１

１

２

４

２

２

２

４
２
２

２

１

１

１

２
１
１

１

１

１

１

１

１

４
	ホール

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

映写室
　〃

　〃

　〃

放送室

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃
	カットマスク

昇降式

床付

壁付




別表１－３　
	区　　分
	機　　器　　名
	数量
	設置場所
	備　　考

	多目的研修室


	ＡＶラック装置

プロジェクター

スピーカー

フロアスクリーン
	１
１

２
１
	多目的研修室
　　〃

　　〃

　　〃
	

	番組制作・編集関係
	カラーＡＶ調整卓
レコードプレーヤー卓

テープレコーダー卓

モニタースピーカー

衛星放送チューナー

ビデオレコーダー（ＶＨＳ）

モニターテレビ

アンテナ（ＡＭ／ＦＭ／ＢＳ）
	１
１

１

２
２

２

２

３
	編集調整室
　　〃
　　〃

　　〃

　　〃
　　〃

　　〃

屋上
	


3

